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提
出
議
案

　
◆
同
意
　
２
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・
・
・
齊
藤
満
智
子
氏

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任・

・
・
中
野　

惣
一
氏

◆
諮
問
　
１
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
平
成
29
年
度
補
正
予
算
　
７
件

○
一
般
会
計
（
第
５
号
）

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

３
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

◆
条
例
の
制
定
　
４
件

○
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に

よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

○
小
規
模
企
業
振
興
条
例

○
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手
続

に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
全
部
改
正
　
１
件

○
企
業
誘
致
促
進
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正
　
17
件

○
個
人
情
報
保
護
条
例

○
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
条
例

○
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

○
学
童
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
条
例

○
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
○
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条

例
○
介
護
保
険
条
例

○
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

○
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

置
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

○
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

○
農
業
体
験
実
習
施
設
等
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
都
市
公
園
条
例

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
課
設
置
条
例

◆
町
道
路
線
の
廃
止
　
１
路
線

平成 30 年３月 甘楽町議会

第１回定例会

　
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
予
算

を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
議
案
40
件
を
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
16
日
に
は
、
３
議
員
に
よ
る
４
問
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

廃止した路線（小幡地内）
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◆平成 30 年度予算　７件 （単位：万円）

会計名 30 年度予算額 29 年度予算額

一般会計 ４８４，６００ ５０８，４００

国民健康保険事業 １４８，１００ １８１，５００

介護保険事業 １１６，０００ １２０，４３０

農業集落排水事業 １６，９００ １８，３５０

公共下水道事業 ５１，５４０ ５１，１２０

後期高齢者医療 １３，８００ １３，０２０

水道事業

収益的収入 ２６，４３０ ２６，４３０

収益的支出 ２５，３３０ ２４，９４０

資本的収入 　２４７ ６２７

資本的支出 １３，１４７ １０，８０７

☆「にこにこ甘楽の運営」、「甘楽パーキングエリアスマートインターチェンジ整備事業」、
　「文化会館改修工事（舞台音響等）」が一般会計の重点事業として行われます。

 請 願
　請願２件が提出されました。常任委員会に付託され慎重に審議し、その結果は下記のと
おり決定しました。

受付番号 件　　名 申請者 審議結果

請願１号

若い人も高齢者も安心できる年金
制度である全額国庫負担の最低保
障年金制度創設を政府に求める請
願

全日本年金者組合群馬県本部
　執行委員長　田村照代
同　甘楽富岡支部　支部長　泉部昌司
紹介議員　山田邦彦

趣旨採択

請願２号
年金支給の隔月支給を毎月支給に
改める請願

全日本年金者組合群馬県本部
　執行委員長　田村照代
同　甘楽富岡支部　支部長　泉部昌司
紹介議員　山田邦彦

趣旨採択

■議員の賛否がわかれた審議議案
議員名　

議案名

議

決

結

果

黒
澤
　
　
篤

相
川
　
忠
夫

金
田
　
倍
視

山
﨑
　
澄
子

富
岡
　
朝
男

江
原
　
榮
和

中
野
喜
久
勇

長
谷
川
儀
平

栁
澤
　
清
次

中
里
　
芳
久

山
田
　
邦
彦

佐
俣
　
勝
彦

議案第２８号 介護保険条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

議案第３３号 農業体験実習施設等の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

議案第３７号 平成30年度一般会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

議案第３９号 平成30年度介護保険事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

議案第４２号 平成30年度後期高齢者医療特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

※　「〇」は賛成。「×」は反対。「欠」は欠席。議長は通常採決に加わらないため「－」で表示。

※　なお、上記以外の議案については、すべて全会一致で承認されました。　



議
案
第
28
号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
37
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

山
田
邦
彦
　
議
員

　

介
護
保
険
が
始
ま
る
前
か
ら
指
摘

し
た
と
お
り
、
介
護
保
険
の
お
世
話

に
な
る
人
は
甘
楽
町
で
は
、
全
体
の

約
12
％
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
介
護

保
険
の
お
世
話
に
な
ら
ず
に
一
生
を

終
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
保
険

料
は
、
「
基
準｣

の
第
５
段
階
の
人

で
年
間
８
４
０
０
円
値
上
げ
さ
れ
、

６
万
１
２
０
０
円
に
な
る
内
容
で
、

生
活
保
護
受
給
者
の
方
か
ら
も
保
険

料
を
集
め
ま
す
。

　

政
府
は
『
消
費
税
は
社
会
保
障
の

充
実
の
た
め
に
使
う
』
と
言
い
ま
す

が
、
消
費
税
は
約
３
０
０
兆
円
納
め

ら
れ
、
「
法
人
３
税
」
は
ほ
ぼ
同
額

が
減
税
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
際

に
は
社
会
保
障
制
度
は
後
退
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
一
生
懸
命
、
町
の
た
め
に

働
い
た
高
齢
者
に
対
し
、
大
き
な
負

担
増
を
さ
せ
る
内
容
な
の
で
、
賛
成

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
黒
澤
　
篤
　
議
員

  

現
在
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢

者
の
介
護
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度

と
し
て
住
民
の
多
く
が
支
持
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
極
め
て
重
要

な
制
度
で
す
。

　

今
回
、
策
定
さ
れ
た
第
７
期
事
業

計
画
で
は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
し

て
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
が

15
％
伸
び
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
介
護
給
付
等

に
要
す
る
費
用
の
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら

す
た
め
の
施
策
で
あ
る
、
予
防
給
付

や
地
域
支
援
事
業
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
む
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今

回
の
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
改
正

で
あ
り
、
高
く
評
価
し
、
賛
成
し
ま

す
。

山
田
邦
彦
　
議
員

 　

町
長
は
日
頃
か
ら
『
子
ど
も
は
町

の
宝
』『
子
育
て
す
る
な
ら
甘
楽
町
』

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

私
も
そ
の
考
え
に
は
大
賛
成
で
す

が
、
○
給
食
費
の
無
料
化
○
子
ど
も

食
堂
の
開
始
○
学
校
で
の
「
お
弁
当

の
日
」
実
施
○
就
学
援
助
費
補
助
金

の
入
学
前
の
支
給
○
育
休
中
の
０

歳
、
１
歳
児
保
育
の
実
施
○
「
イ
ク

ボ
ス
」
制
度
の
開
始
な
ど
を
す
ぐ
行

う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
切
実
な
要
望
で
あ

る
、
○
住
宅
・
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
○
社
会
教
育
団
体
制
度
の
導

入
○
消
防
団
の
報
酬
増
額
○
ゴ
ミ
袋

の
さ
ら
な
る
値
下
げ
○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条

例
の
制
定
○
公
営
墓
地
の
設
置
○
議

員
全
員
で
提
案
し
た
「
２
５
４
バ
イ

パ
ス
に
道
の
駅
の
設
置
」
等
々
、
手

の
つ
い
て
い
な
い
も
の
が
多
々
あ
り

ま
す
の
で
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
金
田
倍
視
　
議
員

　

重
点
事
業
と
し
て
い
る
甘
楽
Ｐ
Ａ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業
は
、
雇
用

の
創
出
、
観
光
客
の
誘
客
、
町
民
の

利
便
性
の
向
上
に
寄
与
し
、
企
業
誘

致
促
進
奨
励
金
等
も
新
設
さ
れ
、
企

業
誘
致
・
町
内
企
業
へ
の
支
援
を
拡

充
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
こ
に
こ
甘
楽
」
で
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

育
児
相
談
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
を
予
算
計
上
し
、
子

育
て
支
援
を
よ
り
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
、
障
が
い
者
支

援
、
環
境
整
備
、
社
会
資
本
整
備
、

農
業
振
興
、
林
業
振
興
、
観
光
振

興
、
商
工
振
興
、
防
災
対
策
、
教
育

振
興
、
国
際
交
流
、
文
化
活
動
の
振

興
、
行
政
の
効
率
化
な
ど
、
非
常
に

多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
予
算
が
配
分

さ
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

構
成
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

も
、
甘
楽
町
第
５
次
総
合
計
画
を
進

め
る
上
で
、
適
切
な
予
算
で
あ
る
と

判
断
し
、
賛
成
し
ま
す
。

反 

対

反 

対

賛 

成

賛 

成

討　論

かんら議会だより （4）



かんら議会だより （5）

一
　
般
　
質
　
問

　
「
一
般
質
問
」
と
は
、
議
員
が
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
機
関
に
対
し

て
行
う
質
問
の
こ
と
で
、
内
容
は
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、
あ
る
い
は
報

告
や
説
明
を
求
め
た
り
し
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
通
告
順
（
発
言
順
）
に
掲
載
し
ま
す
。

「
一
般
質
問
」

ここが聞きたい！
町政を問う

３人の議員が発言

①空から観る甘楽町

　金田　倍視　議員

②消防援助隊の実態について

　山﨑　澄子　議員

③「屋号プレート」を設置し

　街を賑やかに

　山田　邦彦　議員

④「木工学校」の設置を

　山田　邦彦　議員

空
か
ら
観
る
甘
楽
町

■
議
員　

甘
楽
町
の
観
光

Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
ま
た
60
周

年
記
念
と
し
て
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
空
撮
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

郷
土
の
風
景
や
登
山

道
、
史
跡
、
催
し
物
な
ど

は
空
か
ら
の
映
像
で
、
よ

り
一
層
興
味
を
惹ひ

か
れ
魅

力
あ
る
紹
介
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
道
の
駅
や
ふ

る
さ
と
館
は
じ
め
、
町
内

外
に
協
力
い
た
だ
け
る
と

こ
ろ
に
は
商
品
と
し
て
も

活
用
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
は
映
像

が
あ
れ
ば
、
字
幕
や
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
編
集

は
手
作
り
で
出
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
を
提
案
し
ま
す

が
、
作
成
の
意
思
の
有
無

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
町
長　

空
か
ら
の
映
像

は
、
地
域
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
の
に
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
最
近
は
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
と
し

て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
映
像

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
こ
と
は
、
観
光
客

の
誘
客
に
な
り
、
観
光
客

が
大
勢
来
て
く
れ
れ
ば
町

の
元
気
に
も
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
町
の
Ｐ
Ｒ
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
活

用
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
は
、

災
害
対
応
や
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
魅

力
を
再
確
認
・
再
発
見
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
活

用
で
き
ま
す
。
観
光
Ｐ
Ｒ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
や
、
職
員

の
ド
ロ
ー
ン
操
作
と
映
像

編
集
の
技
術
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

金
田
　
倍
視 

議
員



一
　
般
　
質
　
問

消
防
援
助
隊
の
実
態
に

つ
い
て

■
議
員　

消
防
団
再
編
に

よ
り
編
入
さ
れ
た
地
区
で

は
火
災
が
発
生
し
た
際
、

消
防
団
の
出
動
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

援
助
隊
の
な
い
地
域
に

は
、
設
立
の
機
運
が
進
ん

で
お
り
、
特
に
編
入
地
区

に
は
援
助
隊
に
寄
せ
る
期

待
は
た
い
へ
ん
大
き
い
も

の
で
す
。

　

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
援
助
隊
は
町
内
に
何
か

所
あ
り
ま
す
か
。
編
入

地
区
に
は
設
置
し
て
い
き

ま
す
か
。
そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
り
ま
す

か
。

②
器
具
、
機
械
（
可
搬
ポ

ン
プ
お
よ
び
積
載
車
両
）

等
の
点
検
費
用
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

③
活
動
中
の
け
が
等
不
測

の
事
態
が
発
生
し
た
際

の
対
応
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

■
町
長　

①
可
搬
ポ
ン
プ

を
所
持
す
る
５
つ
の
援

助
隊
、
可
搬
ポ
ン
プ
は
所

持
し
ま
せ
ん
が
、
マ
ン
パ

ワ
ー
に
よ
る
活
動
を
行
う

消
防
団
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
３
つ

の
援
助
隊
の

計
８
組
織
が

あ
り
、
地
域

の
自
主
的
な

判
断
に
よ
り

組
織
化
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
可
搬
ポ
ン
プ
を
持

つ
援
助
隊
に
は
補
助
金
を

交
付
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

援
助
隊
に
は
慰
労
金
を
お

支
払
い
し
て
い
ま
す
。

②
可
搬
ポ
ン
プ
及
び
器
具

等
は
、
必
要
に
応
じ
て

払
下
げ
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
車
両
の
払
い
下
げ
は

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
点
検
費
用
等
に
つ
い

て
は
、
一
度
払
い
下
げ
を

し
た
も
の
で
す
か
ら
、
各

援
助
隊
で
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

③
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
共
済
基
金
に
よ
る

公
務
災
害
と
し
て
、
消
防

団
員
と
同
等
の
補
償
が
あ

り
ま
す
。

山
﨑
　
澄
子 

議
員

「
屋
号
プ
レ
ー
ト
」
を
設
置
し

街
を
賑
や
か
に

■
議
員　

全
国
で
は
、
昔

の
街
並
み
を
保
存
、
修

繕
、
復
活
さ
せ
る
と
こ
ろ

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
先

輩
方
が
ど
ん
な
気
持
ち
で

町
を
作
り
、
ど
ん
な
方
法

で
町
を
維
持
し
、
現
在
に

繋
い
で
き
た
の
か
を
知
る

た
め
に
も
、
来
訪
者
に
町

を
も
っ
と
良
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
の
歴
史
が
わ
か

る
よ
う
な
「
表
示
」
等
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

①
国
道
、
県
道
沿
い
の
家

に
「
屋
号
プ
レ
ー
ト
」
と

家
の
生
い
立
ち
等
の
表
示

板
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
も
セ
ッ
ト
す

れ
ば
『
夜
も
歩
き
や
す
い

町
』
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

②｢

甘
楽
の
古
地
図｣
を
作

り
、
『
足
』
が
悪
く
歩
き

回
れ
な
い
人
も
家
に
居
な

が
ら
自
分
の
町
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
。

③｢

古
地
図｣

は
、
学
校
の

副
読
本
に
し
、
学
べ
る
よ

う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
長　

①
全
国
各
地
の

か
つ
て
の
宿
場
な
ど
で
屋

号
看
板
を
設
置
し
、
地
域

や
各
家
庭
の
歴
史
を
伝
え

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
各
家
庭

の
「
生な

り
わ
い業

」
な
ど
の
表
示

は
、
住
民
の
同
意
が
必
要

な
う
え
、
時
代
設
定
も
難

し
い
問
題
で
す
。
実
施
方

法
に
つ
い
て
は
、
行
政
主

導
で
は
な
く
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
、
地
域
や
各
家
庭

の
歴
史
を
伝
え
、
ず
っ
と

大
切
に
残
し
て
し
て
い
き

た
い
と
い
う
合
意
形
成
が

得
ら
れ
れ
ば
、
町
と
し
て

も
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
現
在
、
活
用
で
き
る
古

地
図
は
、
ほ
と
ん
ど
な

く
、
今
後
、
文
化
財
調
査

委
員
会
や
甘
楽
町
郷
土
史

研
究
会
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
調
査
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
活
用
で
き
る
古
地
図
が

あ
れ
ば
、
町
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
資

料
と
し
て
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
田
　
邦
彦 

議
員

かんら議会だより （6）



かんら議会だより （7）

議会って

どんなところ？
「定例会」と「臨時会」が

あります。

一
　
般
　
質
　
問

定例会

臨時会

　定期的に招集される議会のことです。年４回、

３月、６月、９月、１２月に開催しています。

　「定例会」は、審議される事項の有無にかか

わらず、条例で定められた回数、必ず招集しな

ければなりません。

　次の定例会開催まで待つわけにはいかないよ

うな場合、特定の事項に限り審議するために招

集される議会です。

　「臨時会」は、必要があれば回数に制限なく

開くことができます。

「
木
工
学
校
」
の
設
置
を

■
議
員　

町
に
は
人
間
国

宝
の
須
田
先
生
が
在
住

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
に

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

「
人
材
」
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。

①
『
木
工
学
校
』
を
作

り
、
町
内
外
の
若わ

こ
う
ど人

を
育

て
る
。
学
校
作
り
は
、
国

や
県
に
町
と
し
て
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。

②
県
や
国
が
作
ら
な
け
れ

ば
町
が
作
る
。

③
職
人
を
育
て
、
木
工
を

特
産
品
と
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。

④
先
生
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

子
ど
も
た
ち
が
見
学
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
る
。

⑤
先
生
と
子
ど
も
た
ち
が

触
れ
合
う
場
を
作
る
。

⑥
「
部
活
」
に
「
木
工
」

を
加
え
る
。

⑦
先
生
の
作
品
を
購
入
・

展
示
し
学
校
等
に
置
く
。

⑧
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
、
各
表
彰
賞
品
、
視
察

の
土
産
に
木
工
製
品
を
加

え
る
。

⑨
遊
休
農
地
等
に
広
葉
樹

を
植
え
る
。
公
園
化
や
果

実
を
も
た
ら
し
、
材
料
に

も
な
る
。

■
町
長　

①
②
③
法
に
基

づ
く
学
校
の
設
置
は
現
在

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
須
田
氏
の
も
と
で
の

若
手
工
芸
家
な
ど
の
研
修

の
場
に
お
い
て
は
、
支
援

で
き
る
も
の
は
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
他
に
も
木
工
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
が
お
り
、
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
木
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
⑤
町
有
施
設
等
で
展
覧

会
等
実
施
の
際
、
子
ど
も

た
ち
に
本
物
を
見
る
機
会

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

⑥
部
活
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑦
学
校
等
で
購
入
す
る
の

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

⑧
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

や
出
産
・
婚
姻
届
の
記
念

品
と
し
て
す
で
に
採
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
表
彰
楯

や
海
外
へ
の
土
産
品
と
し

て
も
木
工
製
品
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

⑨
果
樹
以
外
の
樹
木
を
農

地
に
植
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

山
田
　
邦
彦 

議
員

「木工藝ギャラリー
清雅　―ＳＥＩＧＡ―」



第
1
回
臨
時
会

第
2
回
臨
時
会

　

１
月
19
日
、
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
議
会
議
決
を
要
す
る
契
約

（
５
千
万
円
以
上
）
の
変
更
に
関

し
て
、
承
認
可
決
を
し
ま
し
た
。

　
提
出
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
　
１
件

○
旧
一
中
校
舎
等
解
体
工
事

　

２
月
20
日
、
第
２
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
「
に
こ
に
こ
甘
楽
」
開
設
に
伴

い
、
条
例
の
制
定
や
改
正
に
つ
い

て
、
承
認
可
決
を
し
ま
し
た
。

　
提
出
議
案

◆
条
例
の
制
定
　
３
件

○
多
世
代
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

　

条
例

○
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
条
例
の
全
部
改
正
　
１
件

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

○
課
設
置
条
例

○
研
修
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

議会常任委員会
合同視察（３/14）
　富岡甘楽広域消防本部を訪れ、「群

馬県消防救助技術指導会」に向けて隊

員が訓練している様子を視察しまし

た。

祝　表彰
　群馬県町村議会議長会より

表彰されました。

議員10 年以上在職者

栁澤 清次 議員

議会活動報告

かんら議会だより （8）



かんら議会だより （9）

区
長
　（
60
代
・
男
性
）

　

小
幡
・
秋
畑
地
区
区
長
会
（
区
長
代
理
含
む
）
で
、
３
月
16
日
の
議
会
を
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甘
楽
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
甘
楽
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
始
ま
り
、
任
命
・
選
任
さ
れ
た
委
員

の
心
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
が
始
ま
る
と
、
議
員
の
皆
様
か
ら
の
一
般
質
問
で
、
「
空
か
ら
観
る
甘
楽

町
」
「
消
防
援
助
隊
の
実
態
に
つ
い
て
」
「
屋
号
プ
レ
ー
ト
の
設
置
」
「
木
工
学
校

の
設
置
」
が
あ
り
ま
し
た
。
平
素
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
の
物
の
見
方
や
地
域
に

密
着
し
た
考
え
方
を
さ
れ
て
い
る
議
員
の
皆
様
の
更
な
る
活
躍
を
希
望
し
、
躍

進
す
る
甘
楽
町
を
築
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

１月１９日
（金）

議員協議会
　◆医療事務組合臨時会報告他 7件

全員協議会
　◆ 12 月入札執行状況他 13 件

議員質問事項
　○上引田橋から白倉消防詰所までの通学路の

　　側溝および下水道工事について

２月２０日
（火）

議員協議会
　◆小口融資審査委員会報告他８件

全員協議会
　◆地域防災計画（案）に対する意見等について他19 件

議員質問事項
　○町民ゴルフ大会について

　○甘楽町を訪れた人の数および町民の日（合併記念日）記念事業について

３月１６日
（金）

議員協議会
　◆請願の審査結果報告他７件

全員協議会
　◆平成 29 年度末・30 年度始め行事予定他６件

議員質問事項
　○甘楽町老連竹細工部会の作業場について

　○行政に対する苦情等について・町職員の英会話力について

１
月

15
日　

部
落
解
放
同
盟
旗
開
き

16
日　

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会

19
日　

全
員
協
議
会
／
第
１
回
臨
時
会

　
　
　

富
岡
甘
楽
保
護
司
会
新
年
懇
談
会

25
日　

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
監
査

26
日　

交
通
安
全
協
会
役
員
情
報
交
換
会

28
日　

富
岡
甘
楽
文
化
振
興
協
議
会
芸
能
発

　
　
　

表
会

２
月

１
日　

駅
伝
競
走
大
会
反
省
会

４
日　

に
こ
に
こ
甘
楽
内
覧
会

７
日　

富
岡
甘
楽
地
方
議
会
議
員
連
絡
協
議

　
　
　

会
役
員
会

15
日　

国
保
運
営
協
議
会

20
日　

全
員
協
議
会
／
第
２
回
臨
時
会

21
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
総
会

25
日　

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

26
日　

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
議
会

27
日　

衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　
　

医
療
事
務
組
合
議
会

28
日　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

３
月

１
日　

に
こ
に
こ
甘
楽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

３
日　

キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー

４
日　

か
ん
ら
家
庭
の
日
推
進
大
会

６
日　

土
地
開
発
公
社
町
支
所
評
議
委
員
会

　
　
　

武
者
行
列
運
営
委
員
会

８
日
～
16
日　

第
１
回
定
例
会

13
日　

中
学
校
卒
業
式

16
日　

全
員
協
議
会

17
日　

新
富
岡
高
校
継
志
式

18
日　

２
５
４
バ
イ
パ
ス
吉
井
区
間
開
通
式

19
日　

都
市
農
村
交
流
協
会
理
事
会
・

　
　
　

評
議
員
会

20
日　

タ
カ
ラ
化
成
竣
工
式
・
祝
賀
会

22
日　

郡
土
地
開
発
公
社
理
事
会

　
　
　

地
域
農
業
再
生
協
議
会
総
会

23
日　

小
学
校
卒
業
式

　
　
　

甘
楽
多
野
地
域
議
員
交
流
会
役
員
会

26
日　

幼
稚
園
卒
園
式

　
　
　

環
境
保
健
協
会

27
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

４
月

２
日　

教
職
員
辞
令
交
付
式

７
日　

新
町
駐
屯
地
創
設
記
念
行
事

８
日　

さ
く
ら
祭
り
武
者
行
列

９
日　

小
・
中
学
校
入
学
式

10
日　

幼
稚
園
入
園
式

14
日　

相
馬
原
駐
屯
地
創
設
記
念
行
事

日 

程
（
主
な
活
動
記
録
）

毎
月
開
催

・
小
口
融
資
審
査
委
員
会

・
例
月
出
納
検
査

全 員 協 議 会 報 告議
会
を
傍
聴
し
て



組 合 議 会 報 告

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

２月２６日に定例会が開催されました。

黒澤　　篤　議員
第１号議案　一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する

　　　　　　条例の制定について

第２号議案　平成２９年度補正予算（第２号）

第３号議案　手数料条例の一部を改正する条例の制定について

第４号議案　平成３０年度関係市町村の負担金の分賦割合について

第５号議案　平成３０年度予算

　　　　　　

第６号・第７号議案　教育委員会委員の任命につ　　　

　　　　　　　　　　いて（２名）

平成３０年度市町村負担金一覧

甘 楽 町 ２億５６０９万４千円

富 岡 市 ９億５８０９万９千円

下仁田町 ２億１６０４万５千円

南 牧 村 　６９２３万９千円

計 １４億９９４７万７千円

前年比３．８％増の１７億１８１７万９千円（う

ち、甘楽分署建設費１億５４４万円含む消防

費が 77.5％を占める）

富岡甘楽衛生施設組合

２月２７日に定例会が開催されました。

長谷川儀平　議員
【議案】
第１号議案　平成３０年度予算 (歳入歳出それぞれ１億８７５１万２千円 )

第２号・第３号議案　公平委員会委員の選任について（２名）

【報告事項】
・衛生管理センター建替えについて
・し尿収集運搬車両の富岡市側搬入路の
　試行結果について

平成３０年度　組合費負担金

し尿処理費

甘楽町 ２０２９万５千円

富岡市 １億２２４１万２千円

計 １億４２７０万７千円

かんら議会だより（10）
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富岡地域医療事務組合
２月２７日に定例会が開催されました。

江原　榮和　議員

第１号議案　平成２９年度補正予算

第２号議案　富岡地域医療企業団企業長等の給与及び旅費に関する条例の制定

第３号議案　富岡地域医療企業団職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定

第４号議案　富岡地域医療企業団企業長等の退職手当に関する条例の制定

第５号議案　富岡地域医療事務組合を富岡地域医療企業団とすることに伴う
　　　　　　関係条例の整理等に関する条例の制定

第６号議案　平成３０年度富岡地域医療企業団病院事業会計予算

項　目 富岡総合病院 七日市病院

事業収益 ９８億９８７５万７千円 １８億８９０８万７千円

事業費用 ９７億 ７４６万２千円 １８億４６１５万２千円

収支差 　１億９１２９万５千円 　４２９３万５千円

入院患者数 ９万９５８０人 ５万２３７８人

外来患者数 １９万２５００人 １万９０９０人

甘楽町 ３４８８万３千円

富岡市 ４億６３４５万４千円

計 ４億９８３３万７千円

注：七日市病院には、訪問看護（介護・医療）・居宅介護支援・療養通
所事業の在宅医療支援の患者数、年間延利用者数１９４４人を含
む。

平成３０年度の両病院の収支予算と年間見込患者数 平成３０年度負担金一覧
（感染症病床用は除く）

 次回定例会（予定）

６月８日（金）～ 14 日（木）〈一般質問は、14 日（木）の予定です〉

本会議の会議録は、町ホームページの「甘楽町議会」でご覧になれます

http://www.town.kanra.lg.jp
議会を傍聴しませんか
３月定例会の傍聴者は 23 人でした。皆さんも、ぜひ傍聴にお越しください。



委 

員 

長

　
中
　
野
　
喜
久
勇

副
委
員
長

　
山
　
田
　
邦
　
彦

委
　
　
員

　
相
　
川
　
忠
　
夫

金
　
田
　
倍
　
視

山
　
﨑
　
澄
　
子

富
　
岡
　
朝
　
男

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が

条
例
改
正
に
よ
り
議
会
広
報
常

任
委
員
会
に
な
り
、
今
回
の
議

会
だ
よ
り
か
ら
一
般
質
問
者
の

顔
写
真
や
、
町
の
花
シ
リ
ー
ズ

の
掲
載
な
ど
装
い
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、
寒
さ
が
厳
し

く
野
菜
の
高
騰
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
花
粉
症
の
蔓
延
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
、
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ご
ろ
に
は
大
分
落
ち
着
い
て

き
た
よ
う
で
す
。
春
分
の
日
に

は
春
の
雪
が
舞
い
、
み
な
か
み

町
で
は
75
㎝
も
積
も
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
や

が
て
三
寒
四
温
を
経
て
百
花
繚

乱
の
心
弾
む
日
が
訪
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

今
年
は
戌い

ぬ

年
で
、
十
二
支
の

十
一
番
目
の
年
で
戌
は
（
つ
ち

の
え
）
と
も
読
み
、
戌
は
茂ぼ

う

（
し

げ
る
）
と
言
い
草
木
が
繁
茂
し

て
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
の

益
々
の
繁
栄
を
祈
念
し
、
心
豊

か
で
幸
せ
な
日
々
が
送
れ
ま
す

よ
う
議
会
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
中
野
喜
久
勇　

記
）

表
紙
の
説
明

　

甘
楽
町
歴
史
民
俗
資
料

館
企
画
展
「
甘
楽
の
雛
祭

り
」
が
、
３
月
３
日
か
ら

旧
甘
楽
第
二
中
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

段
飾
り
の
お
雛
様
が
約

１
０
０
０
体
飾
ら
れ
、
そ
の

多
く
は
、
寄
贈
さ
れ
た
お
雛

様
で
す
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
代
の
お
雛
様
が

一
堂
に
会
し
、
訪
れ
た
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

（
※
な
お
、
展
示
は
４
月
15

日
ま
で
で
終
了
し
て
い
ま

す
）

編

集

後

記

四季を彩る
かんらの １ 秋畑の大ツバキ

県指定天然記念物
■所在地　甘楽町大字秋畑２６０１

　大ツバキは、赤
あかやびら

谷平集落のつづら折りの急
坂を登りつめた桑畑の南斜面にある。根元
の斜面には石垣が築かれ、小さな祠

ほこら

が数棟
並んで祀

まつ

られている。この祠は、八大龍王（仏
法の守護神。また、水の神）と、この集落
の屋敷神を合祀したもので、大ツバキを御
神木としている。
　推定樹齢はおよそ 1,000 年と言われ、樹
高約 8.4 ｍ、胸高周り約 5.1 ｍ、根元周り約
2.6 ｍ、枝下高約 1.2 ｍ、枝張りの東側約 5.4
ｍ、南側約 6.5 ｍ、西側約 5.6 ｍ、北側約 5.1
ｍで、幹は立ち上がり約 70㎝で太枝６本に
分岐している。
　花は３月中旬から下旬にかけて可憐な花
を咲かせる。（「甘楽町の文化財」より抜粋）　

かんら議会だより（12）


